
災
害
に
強
い
街
創
り
の
財
源
に  
無
利
子
・
相
続
税
非
課
税
国
債

「
災
害
に
強
い
街
創
り
」
の
財
源

列
島
を
襲
う
台
風
の
被
害
は
、
も
は
や
想
像
を
絶
す
る
規

模
に
な
っ
て
い
ま
す
。
私
の
地
元
、
神
奈
川
4
区
（
横
浜
市

栄
区
・
鎌
倉
市
・
逗
子
市
・
葉
山
町
）
で
も
、
多
く
の
被
害

を
受
け
て
い
ま
す
。
強
風
、
そ
し
て
ゲ
リ
ラ
豪
雨
に
よ
る
浸

水
被
害
が
各
地
で
猛
威
を
振
る
っ
て
い
ま
す
。
台
風
ば
か
り

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
地
震
も
、
い
つ
ま
た
来
る
か
分
か
り
ま

せ
ん
。
行
政
に
と
り
「
災
害
に
強
い
街
創
り
」
が
急
務
に
な

っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
問
題
は
財
源
で
す
。
日
本
は
ご
存
知

の
よ
う
に
財
政
難
で
す
。

　
兆
円
に
も
の
ぼ
る
タ
ン
ス
預
金

先
月
号
で
は
無
利
子
・
相
続
税
非
課
税
国
債
の
話
を
し
ま

し
た
。
こ
れ
に
対
し
「
こ
う
し
た
国
債
を
使
っ
て
災
害
対
策

を
行
う
べ
き
」
と
の
ご
意
見
を
多
数
い
た
だ
き
ま
し
た
。
前

号
で
も
指
摘
し
た
よ
う
に
、
現
在
、
日
本
に
は
8
兆
5
千
億

円
も
の
古
い
お
札
が
日
銀
に
戻
ら
ず
市
中
に
退
蔵
さ
れ
て
い

ま
す
。
旧
券
の
お
札
は
今
で
も
使
え
ま
す
が
、
お
店
か
ら
銀

行
に
持
ち
込
ま
れ
れ
ば
日
銀
に
戻
さ
れ
て
裁
断
さ
れ
る
の

で
、
無
く
な
り
ま
す
。
そ
も
そ
も
、
日
本
の
総
発
行
紙
幣
残

高
1
0
0
兆
円
の
内
の
3
割
、
30
兆
円
は
日
常
使
わ
れ
な
い

タ
ン
ス
預
金
だ
と
言
う
統
計
も
あ
り
ま
す
。

こ
う
し
た
お
金
の
半
分
位
は
、
表
に
出
せ
な
い
お
金
で
は

な
い
か
と
思
わ
れ
ま
す
。
私
が
社
会
人
と
し
て
勤
務
し
た
日

本
興
業
銀
行
で
は
当
時
、
ワ
リ
コ
ー
と
い
う
無
記
名
の
一
年

満
期
の
割
引
債
を
販
売
し
て
い
ま
し
た
。
千
万
円
券
も
あ
り

ま
し
た
。
ち
な
み
に
、
一
億
円
の
現
金
は
10
キ
ロ
の
重
さ
で

す
が
、
そ
れ
が
10
枚
に
な
る
と
せ
い
ぜ
い
20
グ
ラ
ム
に
な
り

場
所
も
取
ら
な
く
な
り
ま
す
。
し
か
も
、
当
時
は
、
ゼ
ロ
金

利
の
今
と
は
違
い
、
利
息
も
つ
い
て
お
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、

性
質
上
表
に
出
せ
な
い
お
金
が
、
融
資
と
い
う
形
式
で
お
金

が
回
る
経
済
効
果
も
得
ら
れ
ま
し
た
。

新
し
い
発
想 

に
よ
る
国
債 

の
導
入

国
債
の
仕
組
み

と
し
て
は
、
利
息

は
一
切
つ
か
ず
、

毎
年
1
％
ず
つ
元

本
が
減
額
す
る
代

わ
り
に
相
続
税
が

非
課
税
な
も
の
を

考
え
て
い
ま
す
。

お
金
の
出
ど
こ
ろ

を
聞
か
な
い
国
債

を
作
る
こ
と
で
、「
脱
税
を
国
が
助
け
る
」
と
の
批
判
は
あ

る
で
し
ょ
う
。
し
か
し
、
新
制
度
導
入
と
あ
わ
せ
て
、
現
在

任
意
と
な
っ
て
い
る
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
銀
行
預
金
へ
の
付
番

や
不
動
産
に
も
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
登
記
を
義
務
づ
け
、
さ
ら
に

歳
入
庁
を
設
置
し
社
会
保
険
料
徴
収
の
漏
れ
を
な
く
せ
ば
、

問
題
は
軽
減
で
き
ま
す
。
ま
た
、
次
に
新
紙
幣
を
導
入
す
る

際
、
古
い
お
札
は
本
人
が
銀
行
に
持
ち
こ
ま
な
け
れ
ば
市
中

で
は
使
え
な
い
と
い
っ
た
制
度
を
設
け
る
の
も
重
要
で
す
。

年
1
％
で
は
な
く
2
％
減
額
す
る
制
度
に
す
れ
ば
、
相
続
税

徴
収
と
同
程
度
の
収
入
を
国
が
上
げ
る
こ
と
も
出
来
ま
す
。

そ
し
て
「
所
得
を
増
や
そ
う
！
」

い
ず
れ
に
し
て
も
、
い
ま
眠
っ
て
い
る
お
金
を
防
災
対
策

に
回
し
て
い
く
こ
と
は
、
同
時
に
私
が
主
張
す
る
「
所
得
を

増
や
そ
う
！
」
に
も
資
す
る
の
で
、
専
門
家
の
方
と
経
済
効

果
も
含
め
今
後
、
詰
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

前
衆
議
院
議
員
　

浅
尾 

慶
一
郎

30 今
月
の
提
言

浅尾慶一郎事務所
〒247-0056　鎌倉市大船1-23-11 松岡ビル5F
TEL：0467-47-5682 ／ FAX：0467-47-5626　 e-mail : info@asao.net

浅尾慶一郎プロフィール  
昭和39年2月11日生まれ
栄光学園高校、東京大学法学部卒業
日本興業銀行出身、証券アナリスト
米スタンフォード大学経営大学院（MBA）修了
玉川大学　講師

平成10年　参議院議員選挙初当選
平成16年　参議院議員選挙当選（2期目）
平成21年　衆議院議員選挙初当選
平成24年　衆議院議員選挙当選（2期目）
平成26年　衆議院議員選挙当選（3期目）

http://twitter.com/asao_keiichiro
http://facebook.com/asao.keiichiro

http://www.asao.net

誰にでも何度でもチャンスのある社会を。
あさおの思いはコチラから。
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特別賛助会員募集・
各種イベント申込

「あさお慶一郎君を応援す
る会」では浅尾慶一郎の政治
活動を支援する一助として
「特別賛助会員」（5,000円/年）
の募集を行っております。ご
入会された方には、大船在住
の座間英俊さんがデザインを手掛けた、今年の干支
である「亥」の「オリジナルピンバッジ」をお送りさ
せていただきます。

お申し込みFAX番号 0467-47-5626
各種入会・詳細に関しましては、「浅尾慶一郎事務所」
ホームページ「http ://asao.net/asaokai/」又は 
TEL. 0467-47-5682 までご連絡ください。

イェール大学名誉教授・東京大学名誉教授・内閣官房参与　浜
はま

田
だ

 宏
こう

一
いち

 氏今月の対談

今月はアベノミクスの生みの親とも言われている内閣官房参与、エール大学名誉教授の浜田宏一先生にお話を伺いました。

浅尾）浜田先生が唱えてこられたリフレ派の考えの下、アベノミ
クスが進められてきました。先ずリフレ派の考え方をお聞かせ
ください。
浜田）金融を緩めて行くと金利がだんだんゼロに近づいていきま
す。これは流動性のワナとして経済学で言われてきました。そ
うすると皆がお金を貯めこむので、金融政策が上手く行かなく
なるとみんな思っていました。しかし、お金を市場に出して行
けば、それを持っている人は使いたくなります。お金を持って
いることが資産として効いてきます。それを試してみようとい
う考えに対して、政治家も経済学学会の友人もなかなか動かな
かった。その時に浅尾慶一郎先生は我々リフレ派によく理解し
ていただいて、サポートしていただきました。そのお蔭でアベ
ノミクスへつながり、一応成功してきています。雇用も250万
人以上増えたし、大学を卒業した皆さんが就職に困ることも無

くなりました。これは少なから
ず、浅尾先生に支援をいただい
たお蔭だと感謝しております。
浅尾）ありがとうございます。更
に経済が回る、お金が動くよう
になるには新しいものを生み出

し、需要が増えることが必要です。その為
に新しいものを生み出す発想が必要なので
はないかと思います。浜田先生は教育にも
力を入れられています。日本の教育で、こ
この部分を変えた方が良いとお考えになる
ところはありますか？
浜田）日本の教育は教養をつけるという意味
では良い教育をしています。品格を持った
個人が他の国に比べてもたくさんいる良い国です。しかし、「自
分の考えで何か少しでも変えて行こう」という考えのある人に
冷たいところがあると思います。教育が何々を覚えなさいとい
うことで記憶力に偏ったところがある。そういう記憶力が弱い
人が本当は想像力とかあるのに、自分は頭が悪いんだろうと思
ってしまう、そういう点が非常に心配です。
浅尾）確かに日本のこれからを考える時、教育も非常に重要です。
本日はありがとうございました。

＜リフレ派とは＞
政府や中央銀行が数%程度の緩やかな物価上昇率をインフレターゲットとして
定めるとともに、中央銀行が長期国債を買い上げるなど通貨の総量を増加させ
ることで、デフレから脱却し、経済成長することが可能だとする経済学派。

お申し込み記入欄

イベント

▢ あさお祭り in 大船

▢ 特別賛助会員

▢「所得を、増やそう」ポスターの
掲示希望
＊ご自宅の壁・フェンス等に掲示可能な方は
お知らせください。

※お申込みをされる項目に✓をしてください

お 名 前

ご 住 所

〒　　　　－

生年月日 　　　　年　　　　月　　　　日

電 話

携帯電話

E-mai l

皆
様
に
よ
く
「
実
際
に
所
得
を
増
や
す
に
は
、
ど
う
い
う

手
段
が
あ
る
の
か
」
と
質
問
を
い
た
だ
き
ま
す
。
そ
う
し
た

お
声
に
応
え
る
べ
く
、
地
元
各
所
で
ミ
ニ
集
会
の
開
催
を
実

施
し
て
い
ま
す
。
参
加
人
数
は
2
、
3
人
か
ら
20
人
ほ
ど
ま

で
様
々
で
す
。
場
所
も
ど
な
た
か
の
ご
自
宅
で
あ
っ
た
り
、

喫
茶
店
だ
っ
た
り
と
自
由
。「
所
得
を
増
や
そ
う
」
に
限
ら
ず
、

税
金
、
年
金
、
防
衛
、
安
全
保
障
ど
ん
な
質
問
で
も
、
あ
さ

お
慶
一
郎
が
お
答
え
し
ま
す
。

■
ミ
ニ
集
会
ご
相
談
先

：

あ
さ
お
慶
一
郎
事
務
所

　

電
話　
0
4
6
7

-

4
７

-

5
6
8
2

「
所
得
を
増
や
そ
う
っ
て
ど
う
や
っ
て
や
る
の
？
」

 

ミ
ニ
集
会
　
開
催
の
お
願
い

活
動
2

こ
の
た
び
「
あ
さ
お
秋
ま
つ
り 

in 

大

船
」
を
開
催
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
秋
祭
り
で
は
岩
手
県
大
船
渡
産
サ

ン
マ
の
炭
火
焼
や
大
船
長
寿
村
さ
ん
の

韓
国
風
焼
肉
、
2
1
3
シ
ェ
フ
監
修
の

特
製
ナ
ポ
リ
タ
ン
、
綿
あ
め
に
似
顔
絵

コ
ー
ナ
ー
な
ど
お
越
し
い
た
だ
い
た
皆

様
に
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
る
趣
向
が
用
意
さ
れ
て
い
ま
す
。
ご

家
族
、
ご
友
人
を
お
誘
い
い
た
だ
き
、
ご
参
加
下
さ
い
。

あ
さ
お
祭
り 

in 

大
船

活
動
1

綿あめづくりに挑戦！

▼「所得を増やそう」を
　アニメーションでも紹介しています

こちらの
サイトで
ご確認
ください

日
時

：

11
月
24
日（
日
）

 

午
前
11
時
〜
午
後
14
時

会
場

：

大
船
ひ
が
し
幼
稚
園
　
園
庭

　
　
　
（
鎌
倉
市
大
船
6

-

10

-

10
）

　
　
　

※
雨
天
時
は
園
舎
内
に
て
開
催
し
ま
す

■
詳
細
は
あ
さ
お
慶
一
郎
事
務
所
ま
で

　

電
話　

0
4
6
7

-

4
７

-

5
6
8
2

大船
渡の

サン
マも
!


